
寿都における地震記象型の調査*

小池

~ 1. I;;J:しカミき

気象庁地震課より提案された円也震予知のための予備

調査Jの一環として，寿都において観測された地震観測

結果を資料とし~，、主として北海道周辺の地震活動域に

ついて調査してみた調査の基準は測候時報第26巻第

6-8号に掲載してある.

地震計が旧型普通地震計で，上下動成分の記象が得ち

れないため初動方向の分布による地震活動域についての

調査はできなかった.

(1) 寿都における地震観測について

'寿都町は第3紀中新世に属するといわれる訓縫層(緑

色凝灰岩層)が海岸沿yに横たわり， 山地は黒松内層

. (火山噴出物を主とする集塊岩層があり，両者は断層に

より接している(以上は元寿都金属鉱山調べによる). 

測候所付近は表層が粘土層でやや深く，その下に凝灰

岩層と安山岩層が共存している標高15mの海岸の高台

にあり，がけ下約70m近くを国道が通っている. 車馬

運行によると思われる雑微動はほとんど記象されなく，

脈動も験測上特に支障があることは少ない.

本格的に地震の器械観測を開始したのは中央気象台式

簡単微動計(最近は旧型普通地震計と称している)を設

置した 1941(昭和16)年12月1日からである 1962(昭

和37)年 11丹29日からは3成分の54型普通地震計が

設置された.

刻時用時計については，開始当時は大型振り子時計で

あったが， 1953 (昭和?8)年12月 25日からはノレロア型

刻時用時計をおもに使用し現在にいたって，いる.

(2) 欠測の期聞について e

本調査の期間中におけるおもなる欠測期間はで記の，と

お9であるが，その原因は本庁指示による欠測のほか，

用紙，切ニス"および損傷部品の補充困難によるもので

ある.

1943年 1月，:，，"，:1943年9月 東西動故障4のため‘欠測“

特 S. Koike: An Investigati6n qn Types' of Seis-

"mogr下~s recordedqt Suttsu (Received，May 
、4;1963) 
時寿都測候所

清
←一・ 4長

550.340.1 

1943年9月......1944年4月 両成分欠測

1~44年 7 月 t 両成分欠測

1945年7月......1946年7月中止

1946年9月 両成分欠測

1948年12月'......1950年4月 h東西動欠測

1952年8月5日......11月27日 庁舎改築により中止

1958年10月2日......10月31日 地震計台王事のため中止

(3) 地震計の常数

本調査期間中の常数値は第1表のとおりである.

7 
(3-~) 

8 
(3-9) 

ただし c)内は 1944年から 1960年間の常数値であ
る.

~ '2. 地震記象型からみた地震活動について

寿都における旧型普通地震計の記象が，どのような型

のものが，どの地域に起り，どのような特徴を示すか

をi震央の深さ 100km以上を深発地震， 100km未満を

浅発地震としてそれぞれについて調査した.

(1) 深発地震について

(i) ，調査の方法

h 寿都における旧型普通地震計記象紙の中から"震源の

深さが 100km以上で震央が判明し， 両成分とも明らか

に記象されているもrのを 1944年-1960年の 17年間につ

いて選出し，各類似記象型に分類したが，微振動記象が

多く標本となるものが少ないので，やや不明りょうでも

大体判別できると思われるやや小さい記象のものも含め

fこ.ι ，

('ii) 記象型の分類(第1図参照)

選び出した記象をA，B， C， Dの4つに分類し， A

についてはA'l，'A2' ，As， "B についてはB1; B2:と細分

しでみた.
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叶附一
B型十叫酬t川州い

C型一叫川加…

D型引酬い相川川vvv--
第 1 図

A型 :P，8ともめいりょうで Pから Sまでの振

幅は小さいがSが大きく，振幅の減衰は早い.
B型 :P，8とも比較的めいりょうで Pは振幅小
さいがSからは次第に大きくなり減衰のお
そいもの.

C型 :P，8ともや〉不めいりょうで 8波は次第
に大きくなり，減衰はおそい.

D型 :P波はめいりょうで振幅が大きく， 8波と同
じ位か叉は大きい.8はや〉不めいりょう.

減衰はおそい.

以上の型に分け，震央図を作ると第2図のとおりであ

Q.  

01 0 

@ 

o A， 

@ A， 
• AJ 
口 sj

園 62

@ C 

ム D

第2図 深発地震記象型の分類および震央

(iii) 調査結果

上記の各類似記象型に分類した結果は第2表のとおり

で，前にも述べたが調査対象となる地震記象は少なくわ

ずが29個であるので， これをもって地域別な特徴を決

定づけることは無理だろうがだいたい次のようである.

(1) A型ブロック

A型は大体3つのブロックに分たれる.北海道中部か
ーら苫小牧沖近海にかけてのものは典型的なA型であり，

細分は A1型である.ウラジオ付近から日本海西部にか

けては As型としたがP，8波とも東西動の方がやや大

きいのが目立っている.またもう 1つのブロックは南海

道はるか沖で，周期がやや長いので A2型としたが，日

本海西部の As型と比較的似ているが，別個の記象型と

見なしてよいであろう

(ロ) B型ブロック

B1型は資料もきわめて少なく， 比較的はっきりした

まとまりはないが，奥羽北部から近畿地方にかけてと，

その裏日本近海に分布している.

型 .-iい
B型刊-附加

C型一州州NWvNILW仰い

D型ー叩……~\八ん"VVVV-

E型 4州V~帆伽1~\VvW州い'V{\;V-
第 3 図

A型 :P，8ともめいりょうで Pから Sまでの振
幅は小さいが， 8波は大きく振幅の減衰は早

B型 :P，8とも比較的めいようで Pから Sまで
の振幅は小さいが，S波は次第に大きくなり
振動の減衰はや〉おそい.

C型 :Pはや〉不めいりょうで振幅は次第に大きく
なり， 8がはっきりせず紡錘型となる.減衰
はおそい.

D型:中距離地震で P，8はや〉不めいりょう 8
波の振幅は比較的大きく長周期の波が続き減
衰はおそい.

E型 :P，8ともや〉めいりょうで P波の振幅は
比較的大きいか，または S波振幅と同じ位で
ある.
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第 2表 深発地震の各記象型分類表

ziil震央地名 IP-s I深さ l記象型の特徴
s km 

苫小牧沖 16 100-120 

A1 北海道中部 21-26 130-160 P， Sとも明りような型で P相の振振動幅のは減小衰さは《早 S相
はP相に比べてきわめて大きし い.

沿 海 州 84 500 

東海道はるか沖 …!お A1のように
S
明
G
りような[2型波でああたるりが，P， Sの振幅周期動は

A2 やや長く， のあとSc第S で最大となる.振 の
A 日本海西部 93 600 減衰はやや早いが の出ているものがある.

日本海西部 I~ 均一A大2型一同様K減衰両は…やや早い一がScS的東
ウラジオ付近

88-99. 500-600 西動が大きい. が出

A3 
15 120 

宮城県南部| 54 100 

20-35 100-300 

京都付近B1 飛騨山脈
81-89 230-370 

本州南方沖 180 600 
B 

北海道西方沖 23 120 

B2 北海道南部. 24 100 

国後島、付近 51 120 

千千 島島 南中 部部 100 
100 

C 

襟裳岬南東沖 不明
100 

35 240 

D 

21 100 

そのほかは，北海道付近にあってこれらはそれぞれ成

分により異っているので B2型と細分したがz東西動の

方がややP，S波の出現がはっきりしている.

判 C型ブロック

C型は北海道南東沖から千島の南方沖にかけての地域

に分布し， 震源の深さも浅い 100kmのものなので浅発

型に近いような記象型を示している

判 D型ブロック

D型は標本がきわめて少ないのでなんともいえなし、

が，しいて分布域をいえば，北海道中央山系付近にあ

る.

(2) 浅発地震について

(i) 調査の方法

深発地震と同様に，寿者15の旧型普通地震計記象紙中よ

ている.

|南北動の S波やや大きい

|東西動の S波やや大きい

P， Sとも比3較波的は明次り第ょにうで p波の振幅はS波に比べ
て小さく， 大きくなり，振動の減衰はやや
おそい.

成分りにより P，S波の現れ方に差があり ， P， S比較的
衰明 ような成分と，不道西明りようになるものとがある.減
はややおそい.本 万動沖本S道南部のものは東西動，
国よ後あ島る付.近のものは南北 の 波が大きくやや明りょう

f 

P， S不明りう仕で，Pは小さずい最誠振大衰幅動はではおSかやら除々に振幅
は大周きくなるカはっきりせ Sの やたあとで
長期の波が混入している そい.

|伽衰即大きく地岡山ある
減はおそい.

l東西動振同型…似てしるが 南北動はP波がS波
と同じ 幅である.

り2成分が明らかに記象されでおり，震央も明らかで震

源の深さが 100km以内のものについて，.1944-1960年

について標本を抽出して，各類似記象型にまとめてみ

た.選出した記象は 112個であった.

(ii) 記象型の分類(第3図参照)

選出した記象をA，B， C， D， Eの5型に分類し，

さらにAをAl' A2' BをBl' B2' CもCl>C2と細分

してみた.

以上の型に分類し，震央分布図を作成すると第5図の

とおりで，各記象型の発現地域を第6図に示した.

(iii) 調査結果

前述のような各記象型に分類してみたところ，型の種

類の分布が複雑で、あるけれど，第3表からだいたい次の

ような地域的な特徴がみられる.
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A2 
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子斗寸I仰川w刷川lリl

B 叶ト，，"1円十一止

B胃 トトrμ叫川ザo~11吋J吋+州州Vf\
‘'  

A トー~~加件以や〔川

へ『
B 了一一h吋'v'叫""'-‘~、~----，.. ~-- ---

2 去一叩吋町、一一一一一一

C トー…仇州州沖地、~CoJ\.>It吋川、九V
Lム一一一州制ト"い州)/，f川

D i伽.!t-WvlJi刷叩叩…一一一
ト，'WUWJ-..II'T.".附山科…小一ー

第 4図 深発地震各記象型の実例

A1型 1954年4月25日 03h34m 北海道中部，
N43.1

0

， E142.10， H130-140km，震度0，P-S 
21. 1s 

A2型 1947年 2. .FJ18日 22h32m 紀伊半島南東沖，
N33. 00， E136. 80， H400km，震度o，P-S Olm55. 08 

Aa型 1954年4月17日 21hlOm 渡島半島東部，ふ

N41，8
0

， E141. 00， H120km，震度0，P-S 15.28 

B1型 1954年5月15日 07h41m 飛騨由脈，
N36.0

0

， E137.40， H230-240kri1， 震度0，P-S 
01m21. 28 

B2型 1958年11月13日 15hOOm 北海道西方沖，
N43J;，i0， E138t/4

o， H12bkm，震度0，P'::.-S 22. 88 

C型 1959年10月27日 15h54m 千島中部，
N450， E152¥ H100km， 震度o， P-S 01 m398 

D型 1951年5月4日 20il 北海道北部，
N44.4

0

， E142.20， H240km， 震度 0，P-S不明

付) 寿都付近とその西方沖、

寿都付近は At型であるが，寿都の北東および南西の

ものは型がやや複雑となってB型に近くなっている.

している.

伺浦河沖

B型であり，近海のは両成分の振幅差がやや目立つて

おり，比較的東西動の方が大きい.やや沖合いから襟裳

岬沖のものはそれほどでもなくなる.

制青森県東方沖

かなり複雑でだいたいB型が多いが， A， C、型も数少

ないがまじっている.A型、はややB型に近い型である

が C型はこれらと違うようで深さによるものかどうか

は数も少ないのでわからない.また成分により記象の大

きさの目立つ B2型も若干あるが，それぞれではっきり

した特徴はない.

付北海道南東沖

JI 

第5図 浅発地震記象型別震央分布図

(ロ) 渡島半島付近から青森県北部 o At， . A2'口Bl' 圃 B2' ム C1
だいたいA型系であるが，Sのあとがやや複雑な記象 A C2， @ D，回 E
となっているので A2型とした.

州 北海道南部及び弟子屈付近
、

沿岸に近いものはB型で，到"路南東沖のものは成分に

どちらもB型系で，本道南部のものはやや南北動が大 よる振幅差の大きいのもあるが，沖合はC型で紡錘型と

きいようなのでこれを B2型とした.特に S波は東西動 なって S不明iりょうである.

に比べτやや大きく明りょうである. ¥ ト)千島南部から花咲半島南東沖
弟子屈付近のも'のはP波が途中からやや大きくなった B型が多いが，震央距離も遠くなるので，S波はやや

り，S波の振幅が漸増して紡錘型に近いものがあったり 周期の長い波となり，現れ方もゆるやかなものが多い.
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記象

型

A 

B 

C 

寿都における地震記象型の調査一一小池 69 

第 3表

i|震央地名| P~S 

All寿都付近|
1 苫小牧沖 17 

渡島半青島付県近~
森北部

06-20 

A2 

33-43 

浦北海道河南沖部 22-29 

北海道南西沖 12 

北海道南東岸沖 24-49 

11 

B1 
択捉島島沖~
十千 列島南部

51-105 

三陸沖
22，.;，，33 

40-68 

北海道南部 21-28 

青森県東方沖 27-31 

北海道南東沖 35-65 

B2 浦 河 19-32 

39-40 

宮城県沖| 56-60 

北海道南東沖 28-49 

C1 
尻屋岬東方沖 25位

45-66 

北海道南東川l 35-40 

C2 
位

45-66 

D 千.葉県許!1 89-102 

Ej当日誌 j1白-126j 

浅発地震の各記象型分類表

、

深 記 象 型 の 特 徴

浅 [R小 SともS明りような型で一振動の減幅衰山い町て
90 さく， 波は急に大きい. は早

P， Sとも明りような型でA11乙比べてSのあと 15-20s
0-10 位衰のところで振幅が再び大きくなっているものもあり減

がややおそい.… |山 1牙前後で吋幅が大きく…いる S波は
南北動の万が比較的大きい.

PS， Sとも比較的明続りょ減うで P波の振幅は小さいが，
波は大きくやや き 衰はおそい.

浅-90

浅 |E Sいやて叩剖告周 よう長でい波P波は次創俳乙
って 期の となっている.

0-60 
P， Sとも比較的明りょう，のP長波いの波振が幅混は入小しさく S波
がやや大きし比較的周期 ているもの
が多い.

。-80 j~体浦叫似
大きくなっているものもある.

ト 70lp昨似て…ゃ長脚波が入つ…ものが
55-80 

大体B型であるが，較両成明分りを比うべてみると南最北動動のs'波
10-20 がやや大きく，比的 ょであって， 大もやや

浅-90 大きい.減衰はややおそい.

.30-80 j~ 南明りょう Sは東西動引臨多大きく明りょう
S 北動は紡錘型t乙近いものが い.

。-20 |東四動白山途中カら大きく…いる S叩動
がわかりやすい.

伽 60 .1南北動のS波が振幅もやや大きく比較的明りょう

20-60 PS ，S不明りょうで，P波は次第に振幅が大きくなって，
波がはっきりしないものが多く紡錘型となっている

10-40 減衰はおそい.

20-60 [問南東神同様紡5多F 錘…が S以後長周
混入しているーもの い.

P， Sとも不明Sりようなもの1せががず続多，きくsのC少1同様Pは大次紡振第に
20-80 大きくなり， ははっきり し後で最 幅

となるが，やや大れきい振幅 ，はっきりした 錘型
ではなく，くづ たような型である.減衰はおそい.

20-.60 _1上記る北も海道南多東沖E似ているが，長周期白波が混入して
い のがい.

iR…波まS仇山次とHiもと一大きく周りh山…期よμ山もう円で 期 波続40-70 l 第りt 長くなり，長周の き減衰
はかな おそい.

，P， Sともやや明りょうで P波の振幅は比較的大きく
40-70 始まり次第に小ぎくなってSで再び大きくなる.減衰は

|おそい.
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例宮城県沖から三陸はるか沖

宮城県沖合はB型系で，三陸はるか沖はC型系である.

宮城県沖のB型はかなり C型に近く，成分によってSが

比較的わかりやすド(他の成分はC型に近く S不明りょ

うものがあって'.三陸沖のC型系とは違うようである.

三陸沖のC型はやや周期の長い波が混入して，同じよう

な振幅の波が続く C2型が多くみられる.

似) そのほか

千葉県沖のD型は，資料は少ないが中距離地震となり

L波がはっきりしてくる.

そのほかの地域については，資料が少ないので今後の

調査によることにした.

第6図記象型発現地域

10  
Iー→判官制附咋吋吋一…ー叩

十川……一
A1型 1955年5月31日 23h44m 苫小牧沖，

42. O~N， 141. 50E， H90km， 震度0，P-S 16.78 

b
一一}咋♂~ー~一一一

-r~ 

A1型 1958年 1月15日 10h26m 渡島半島西方沖，
421/2
0N， 1391/2

0
E， H浅，震度 Q，P-S 09.38 

;→』門叶…一一一
;→怖い引戸川一一一一一

A2型 1954年5月12日 07h50m 津軽海峡，

41. 50N， 140.60E， HO-10kni，震度 0，P-S 17.28 

~，"-…一一一一一ー← ι 

?HHH4中州州"，h川川トいP斗吋叩伊4げ伊伊~~I伊J俳舟

A2型 1凹95臼8年4月1日 Oω2h時l巧50m 北海道西万沖，

4制41仰1/泊/九40N，140伊3//E，H2Qkm， 震度 0，P-S 17.88 

:ー~~州~^v/I/IJIIi.~rI/i'………

;一仙川………
B1型 1959年4月15日 09h16m 襟裳岬南方沖，
41. lON， 143.20E， H40km， 震度 0，P-S 33.18 

ト吋相川伸州問一一一戸一

B1型 1960年4月15日 20h39m 育森県東方沖，

40.90N， 141. 60E; H80km， 震度0，' P-S 24.58 

:ー刊州附脚州~川一向

:ー俳トー…
B2型 1953年10月14日 23h48m 北海道南東沖，
42. 8~N， 144.60E， H90km， 震度 0，P-S 35. 4'~ 

ト吋VW¥¥¥伽仙川向、…叫んー…

:一九r州，~~I/voIi"~/"'Nv-肝~んで…

B2型 1955年 2月2日 04h16m 浦河沖，
41. 90N， i42.60E， H60km， 震度O，P-s27.28 

:一一ザ"'ff・N州勺m叫州い附一叫…ム吋ヤ…A

ト川叩州叫州州川州州仲!い十ヘA午川川附伽伽Pパ州脚仲附i川附仲附叫w郎附へ付川、ずh内"'凡ヘ哨、

C1型 195臼3年 1月1凹9日 13肝h5臼8m 北海海道南東沖，
41.ι60N， 143.80E， H40km， 震度 0，P-S 34.38 

:ー……州仲……
ト?…哨刷、A州 M作品川J…

C1型 1959年10月26日 16h36m 福島県沖，
37.50N， 142.50E， H60km，震度 0，P-S 01 m13s 

:一一…州判、4肌ザ¥山内一-¥門」
:一…~判仲川叫ん'I.J~""-，.~-...，，，，~"-

C2型 1946年12月21日 19h19m 根室南東沖，
420N， 1490E， H浅，震度 0，P-S 不明

い州市i伽仲い州伽山一……

トー仲酬しwi門川…一

C2型 1953年2月6日 22h13m 北海道南東沖，
42.00.N， 144.20E， H80km， 震度 0，p-，-S 不明
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ト{十一一刊川川叫削V\/\刈\NIrμ~川U

S¥ 
「十九~目{一一~一叩ヘNV\八《川、

D型 1948年 4月18日 01h14m 紀伊半島沖，

33.1
0

N， 135.6
0

E， H40km，震度o， P-S 02m06. 48 
W 

E 
い竹い

S 

N 

D型 1953年11月26日 17h16m 千葉県沖，

34.3-"N， 141. 60E， H30.....40km， 震度 0， p--.:..S 

O1m42. P 

、へ..r--v-干~へ一、/

S 

N 

E型 1950年4月26日 16h07m 三重県南部，

33.8
0

N， 135.80E， H40km，震度 0，P-S 02m05. 68 

W 
--^判、f.N鴨均九ハ~

日ーんい~…~'"川八fV山…ゅ…「一一

E型 1952年7月18日 O1h12m 奈良県中部，
34. 45

0N， 135.8o
oE， H70km， 震度0，-P--:-，8 O1m 

44.18 

第7図 浅発地震各記象型の実例

* 3. 走時曲線からみずこ地下構造
(1) 調査資料

調査の方法は測候時報 (26巻6号)掲載の要領にLた

がい， 1953年から 1960年までの 8か年間にわたり寿都

の簡単微動計によって観測された地震のうち，P波が

iP， • または P と観測され，寿都から半径 500km 以内に

震央をもっ深さ 80km以内の地震31個について，、おの

おの震源の深さ別に和達・益田の標準走時から，実測に‘

よって得られたもののかたよりについて調査した.

(2) 地域の区分

調査の対象となった資料は少ないが，記象型の分布を

考慮して第8図の5地区に区分してみた.

(3) 走時曲線図

走時曲線図は縦軸に寿都で観測された初動の発現時か

ら震源における発震時を差し引いた走時を'とり，横軸に

は震央距離をとって，各深さ (km単位)別に O<h豆20，

20くh三30，30<h豆40， .40くh~50， 50<h豆60，60くh

三70，70とん三三80の走時曲線図を作成した. 第 9図 (a)

から (g)までの図中の実線は和達・益田の標準走時曲線

を示したものである.

ヘ」

τ1 

~一一一一一一一ー~

~ 

第8図地域区分図
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資料としては:もちろんP波がiPまたはPと観測eされ

たものだけを使用したが iPとPとに区別して走時曲

線図を別々に作成ずることは資料が少ないので省略し

fこ.

(4) 結果について

前}こも湾べたとおり資料が少ないことと，時刻精度に

も若干問題があると考えられるので，これだけの資料を

もって地下構造の考察をすることは無理と思われ差し控
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第 9 図(f)
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第 9図(只)

QA地域，"(t'，!B地域臼'-c地域
ム D地域，企 E地域

えたが，今後資料を積み重ねることによって解明される

であろう.

~4. むすび

以上が寿都の旧型普通地震計記象紙を資料とした「地

震予知のための予備調査」に相当する調査の結果である

が，各調査とも資料が少なく，筆者の主観的判断も加っ

ているのでまとめ方にも多少無理な点があったであろ

う.-L-かしこの調査が綜合的な北海道付近の地震活動の

調査に多少とも参考になれば望外である.

なお本調査につきましでいろいろ御指導を頂きました

寺山所長，札幌管区気象台大野調査官，ならびに資料作

成に御協力下されました職員の方々に厚く御礼申し上げ

ます.
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